
 
 
 
 

　総則・評価特別部会　取りまとめ（案）から　⑤ 

 

 

　　 

調整授業時数制度の具体化　その５ 
 
５　裁量的な時間（研究・研修等枠）の類型 
 

❶　質の高い授業を効果的に実施するための 
教材研究・授業研究 

（例）学校の研究課題に即して行う研究授業・研究協 
議や、教科・学年等で計画的に行う教材研究等 

❷　教師の資質・能力の向上を図るための学校 
が企画する研修 

（例）学校・学年等の課題に応じて企画する定期的な 
研修、教育委員会主催研修等 
※　裁量的な時間は、当該学校の教育課程に係る 

教育の質の向上を図るためのものであり、 
学校として組織的に実施する研究・研修（学年・教科単位なども含む）以外の研究・研修
活動は対象外 

❸　児童・生徒理解の向上など、学習・指導上の課題解決に資する情報共有・協議 
（例）教科担任制やチーム学年制などと組み合わせた子供の情報の共有 

※　単なる打合せや突発的な児童・生徒指導事案に関する会議、事務的な情報共有の時間と
ならないよう、学習や指導の改善と密接に連携させることを前提とする方向性で検討 

❹　地域や企業・団体、他校種等との連携体制の確保 
（例）企業・団体等と連携した探究学習の実施に向けた研究会、地域の方々と連携したカリキュ

ラム開発に向けた協議、幼小・小中の接続など他校種との円滑な連携のための研究・協議等 
※　各学校が実現を目指す特色ある教育活動を具現化し、質を向上させるのに必要な取組を

対象とする方向性で検討 
 

なお、各学校においては、まず不断の業務改善や日課の見直し等を通じて、勤務時間内に必要
な研究・研修等の時間を確保できるよう取組を進めることが前提となる点に留意が必要である。 
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第３２５号　　教育長　　儘田　文雄 

継続する力 

 

 

 

 

  
 

 
 

※ 永年継続により培われるのは、優れた技量と人間性。まさに「継続は力」です。 

京セラ名誉会長、ＫＤＤＩ最高顧問、日本航空名誉顧問　稲盛和夫 
 

世の「天才、名人」と呼ばれる人も「継続する力」を活かした人たちです。果ての
ない努力を長年にわたり継続していくことで、素晴らしい技と人間性を自分のものと
していったのです。 

努力を「継続する力」－それは「平凡な人」を「非凡な人」に変えることができ
るほど、強大なパワーをもっているのです。 
　　　　　　　　　　出典：「稲森和夫一日一言　運命を高める言葉」（稲盛和夫著　致知出版社）


